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シ
ロ
ッ
プ
剤
の
起
源
は
ア
ラ
ブ
医
学
に
あ
る
と
い
う
説
が
提
出

さ
れ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
医
学
で
は
シ
ロ
ッ
プ
剤
の
他
に
も
、
生
薬

に
砂
糖
や
蜂
蜜
を
加
え
た
粘
稠
性
の
剤
形
、
糖
剤
が
多
い
。
我
々

は
中
国
新
彊
医
科
大
学
マ
リ
ア
・
サ
キ
ム
副
教
授
と
共
同
で
、
ア

ラ
ブ
医
学
を
継
承
す
る
中
国
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
伝
統
医
学
で
用

い
ら
れ
て
い
る
糖
剤
を
調
査
し
た
。
さ
ら
に
、
体
液
病
理
説
に
基

づ
く
ギ
リ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ブ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
医
学
に

お
け
る
糖
剤
を
比
較
検
討
し
、
こ
の
剤
形
の
意
義
は
体
液
の
熟
成

お
よ
び
無
毒
化
に
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
〔
薬
史
学
雑
誌
、
三
一
巻
、

一
二
～
二
二
頁
二
九
九
六
）
〕
・

今
回
は
、
糖
剤
の
中
の
一
群
、
テ
リ
ア
カ
に
つ
い
て
報
告
し
た

い
。
テ
リ
ア
カ
は
、
野
獣
や
有
害
な
動
物
の
み
を
意
味
す
る
ギ
リ

シ
ア
語
号
角
田
宮
の
に
由
来
し
、
最
初
に
こ
れ
に
注
目
し
た
の
は

伽
テ
リ
ア
カ
の
再
検
討

ｊｌ
ｏ
中
村

ｊ２

輝
子
・
遠
藤

次
郎

紀
元
前
二
世
紀
の
ニ
カ
ン
デ
ル
目
８
且
閏
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
本
剤
は
、
最
初
は
毒
蛇
に
噛
ま
れ
た
時
の
解
毒
剤
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
全
て
の
毒
物
に
対
す
る
解
毒
薬
と
さ
れ
、
や
が

て
は
万
病
薬
と
い
わ
れ
た
。
近
世
に
な
る
と
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
多

く
の
非
難
に
さ
ら
さ
れ
、
つ
い
に
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た

し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
も
つ
テ
リ
ア
カ
の

薬
剤
と
し
て
の
意
義
と
そ
の
史
的
変
遷
を
再
検
討
し
た
い
。

イ
ブ
ン
シ
ー
ナ
ー
著
「
医
学
典
範
」
の
第
五
巻
、
調
合
薬
の
巻

の
最
初
の
章
に
は
、
糖
膏
剤
（
ｚ
巴
目
）
と
テ
リ
ア
カ
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
総
論
に
は
、
テ
リ
ア
カ
の
広
範
な
薬
効
が
述
べ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
極
め
て
多
味
か
ら
な
る
テ
リ
ア
カ
の
処
方
に
つ
い

て
、
有
益
な
薬
味
を
採
用
し
（
そ
れ
以
外
の
も
の
を
整
理
し
て
）
、
単

純
化
す
る
必
要
の
あ
る
と
の
私
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
テ
リ
ア
カ
類
は
多
味
の
処
方

が
目
立
ち
、
古
来
か
ら
の
著
名
な
テ
リ
ア
カ
は
そ
の
ま
ま
の
姿
で

収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
テ
リ
ア
カ
で
処
方

中
の
ア
ヘ
ン
の
有
無
は
特
に
注
目
さ
れ
ず
、
処
方
の
分
類
に
採
用

さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ブ
ン
シ
ー
ナ
ー
の
テ
リ
ア
カ
に
対
す
る
評
価

は
、
調
合
薬
の
冒
頭
で
テ
リ
ア
カ
を
と
り
あ
げ
て
い
る
点
、
さ
ら
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に
、
剤
形
と
し
て
は
糖
膏
剤
に
含
ま
れ
る
テ
リ
ア
カ
に
対
し
て
独

立
し
た
位
置
を
与
え
て
い
る
点
、
な
ど
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

Ｌ
‐
《
シ
「
ノ
Ｏ

『
医
学
典
範
」
よ
り
少
し
後
、
一
三
世
紀
の
ア
ル
・
サ
マ
ル
カ
ン

デ
ィ
ー
の
処
方
集
で
は
、
調
合
薬
の
二
番
目
に
各
種
の
糖
膏
剤
と

と
も
に
一
種
類
の
解
毒
剤
を
記
し
て
い
る
が
、
テ
リ
ア
カ
の
呼
称

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
解
毒
剤
の
処
方
は
「
医
学
典
範
」

が
収
載
す
る
四
種
類
の
薬
味
か
ら
な
る
テ
リ
ア
カ
と
完
全
に
一
致

し
た
。
ア
ル
・
サ
マ
ル
カ
ン
デ
ィ
Ｉ
は
本
文
中
で
、
極
端
な
多
味

製
剤
を
批
判
し
て
お
り
、
そ
の
姿
勢
の
反
映
が
処
方
の
選
定
に
も

伺
わ
れ
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
第
一
版
二
六
三
六
年
）
で
は
、
第
五

節
に
糖
膏
剤
、
第
六
節
に
解
毒
剤
と
鎮
静
剤
を
収
載
し
、
テ
リ
ア

ヵ
は
第
六
節
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
処
方
中
の
ア
ヘ
ン

の
有
無
に
よ
っ
て
処
方
を
分
類
す
る
立
場
は
採
用
し
て
い
な
い
。

ロ
ン
ド
ン
薬
局
方
第
一
版
二
六
一
八
年
）
は
、
蒸
露
剤
か
ら
記
さ

れ
、
十
四
番
目
に
糖
膏
剤
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
糖
膏
剤

は
、
①
ア
ヘ
ン
を
含
ま
な
い
変
質
剤
・
強
壮
剤
、
②
ア
ヘ
ン
を
含

む
鎮
静
剤
、
③
下
痢
、
に
大
別
さ
れ
、
①
と
②
に
テ
リ
ア
カ
が
配

分
さ
れ
て
い
る
。
古
来
よ
り
有
名
な
ア
ン
ド
ロ
マ
ク
の
テ
リ
ア
カ

な
ど
は
、
極
め
て
多
味
の
ま
ま
で
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
処
方
の

単
純
化
の
動
向
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
一
七
世
紀
前
半
の
ョ
－

ロ
ッ
パ
の
都
市
薬
局
方
で
は
テ
リ
ア
カ
と
い
う
区
分
は
採
用
さ
れ

ず
、
テ
リ
ァ
カ
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

現
代
に
お
い
て
ア
ラ
ブ
医
学
が
実
践
さ
れ
て
い
る
中
国
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
で
は
、
糖
膏
剤
の
中
に
テ
リ
ア
カ
を
独
立
さ
せ
る
古
い

分
類
が
継
承
さ
れ
（
『
医
学
典
範
』
中
の
四
味
か
ら
な
る
テ
リ
ア
カ
も

確
認
さ
れ
た
）
、
一
方
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
は
テ
リ
ア
カ
の
名

称
は
消
え
、
や
や
類
似
し
た
処
方
が
強
精
剤
の
中
に
認
め
ら
れ
る
。

我
々
は
副
作
用
が
少
な
く
、
ま
た
、
幅
広
い
効
果
を
期
待
で
き
る

鎮
痛
作
用
の
あ
る
生
薬
製
剤
を
設
計
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、

今
後
も
テ
リ
ア
カ
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物
・
漢
方
研
究
室
）


